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　１－１３　胴縁下地組み

１　モエン標準施工法

３）胴縁の下地組みの施工（留付方法・間隔）

　●木胴縁は、必ず防水紙を張った後に留め付け、モエンの裏面が防水紙と密着しないようにします。

　●木胴縁は、５００㎜以下の間隔で柱や間柱などの躯体に留め付けます。

胴縁間隔

留付

釘・ビス

留付間隔

５００㎜以下（躯体に留め付ける）

　Ｎ６５、ＣＮ６５以上の釘　φ３．８㎜×５０㎜以上の木ビス

　５００㎜以下

　φ５㎜×６０㎜以上のステンレステクスビス
　（木胴縁の厚みが３３㎜以上の場合）

木造下地

鉄骨下地

木造下地

鉄骨下地 　６１０㎜以下（※）
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柱・間柱（スタッドなど）

防水紙

木胴縁

Ｎ６５、ＣＮ６５以上の釘 割れ！

割れ！

　●胴縁端部への留め付けの際は、割れ防止のため、先孔をあけてから留め付けます。

　●胴縁下地組みの仕上げ面は、不陸が３㎜以下となるように厚み調整をして取り付けます。
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注　　意

胴縁端部の釘は

割れ防止のため

先孔をあけます。

禁 止

●縦胴縁、横胴縁の端部の留め付けの際は、上図

のように割れが生じやすいので、端部距離が５０

㎜以下（目安）の場合は、先孔をあけてから留め

付けてください。割れたままでは、胴縁が反った

り、モエンの固定力不足からモエン自体の変形に

つながるおそれがあります。

●エア釘打ち機を使用して留め付ける場合には、空

気圧を事前に調整して留め付けてください。空気

圧が高すぎると、釘の埋め込み過ぎによる割れが

生じる可能性があります。

胴縁は必ず躯体（柱・間柱・スタッド）に留め付けます。

耐力面材のみへの釘打ちやビス留めは行わないで

ください。モエンの変形や脱落の危険性があります。

※　１時間準耐火構造は６０６㎜以下。

　１－１３　胴縁下地組み

１　モエン標準施工法

４）縦胴縁仕様

　●縦胴縁と開口部まわりの胴縁は、３０㎜の隙間を設け、通気を確保する構造とします。

　●入隅部や出隅部などで胴縁が躯体に留め付けられない場合は、追加下地を設け、必ず下地に留め付け

　　 ます。
　●開口部上下でモエンの割り付け幅が１００㎜以下となる場合は、補助胴縁を追加します。

開口部まわりに通気のための隙間がある

○

開口部まわりがふさがれ、通気のための隙間がない

500以下

500以下
〃

〃

×

開口部まわりの胴縁は、サッシと３０㎜の隙間を設けて施工してください。

隙間がないと、通気がとれず凍害など不具合の原因となります。

注　　意

積雪地域での胴縁組み

500以下〃 〃500以下

●積雪地域では雪の圧力でモエン
が割れないよう、雪の積もる高さ
まで、補強胴縁を胴縁間に取り付
けます。

※下屋根部分も同様の胴縁組みを
してください。

※金具施工の場合、金具の高さに
合わせてスペーサーを胴縁及び
補強胴縁に取り付けてください。
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